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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、令和３年４月26日に公表いたしました令和４年３月期の連結業績予

想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和４年３月期の連結業績予想（令和３年４月１日～令和４年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 65,000 24,500 36,500 26,500 160円23銭 

今回修正予想（Ｂ） 71,000 31,500 43,500 32,000 194円18銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 6,000 7,000 7,000 5,500 － 

増減率（％） 9.2 28.6 19.2 20.8 － 
(ご参考)前期実績 

(令和３年３月期) 60,370 24,397 39,299 29,550 178円68銭 

※当社は令和３年12月２日開催の取締役会における決議に基づき、令和４年１月31日に自己株

式を取得いたしました。連結業績予想の「１株当たり当期純利益」については、当該自己株

式の取得の影響を考慮しております。 

 

２．修正の理由 

スマートフォンゲームでは、国内及びアジア各地域で配信中のIP許諾タイトル『三国志・戦

略版』（国内では『三國志 真戦』）が、中国でのキャンペーンや各地域でのアップデートにより、

好調を維持しています。国内及び台湾・香港・マカオ地域で配信中の自社開発スマートフォン

ゲーム『三國志 覇道』も、新規イベントを開始するなど各種施策に取り組み、収益に貢献しま

した。パッケージゲームでも、複数の新作やリマスター版を発売し、リピート販売も堅調となりました。

また、金融市場が不安定な環境下においても有価証券売却益を計上し、営業外収益も高い水準

となりました。以上の結果、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益のすべての項目で第

３四半期連結累計期間として最高の業績を達成し、営業利益、経常利益、四半期純利益は2021

年４月に公表した通期業績予想を上回る成績となりました。 

これらにより、通期の連結業績予想について上記のとおり修正をいたします。 

 

 
［業績等の予想に関する注意事項］ 

業績予想につきましては、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 


